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1. はじめに 

 雑多な視覚情報が網膜に投射される現代社会では、

適切な意思決定や次の行動に合わせた有益な視覚

情報に注意を払い情報の選択を行う必要がある． 

最近の研究では、内因的な注意を払っていること

に自己が気づいていない状態が存在することが分

かった[1]．しかしこの注意の経時変化は未解明で

ある．内因的注意の経時変化を検討することは、意

識の神経相関を解明するために重要であり、本研究

では気づきの無い注意の経時変化を調査する方法

を新たに開発し検討を行なった． 

2. 実験手順 

 健常な日本の成人 11 名（男性 8 名、女性 3 名: 22.9

歳(±1.7)）を被験者とした．手がかかり刺激として矢

印を用いた．矢印の方向に対する気づきの有無を作る

ために視覚マスキングを利用した．マスキングとはマ

スク刺激により特定の刺激を妨害する手法を指す．

今回は、２つのマスク刺激の間に手掛かり刺激を呈

示することにより，手がかかり刺激を妨害した[2]．

視覚記憶課題はランドルト環を利用した． 1 試行の最

後に 8ヶ所のうち 1つの円環の向きを答え，さらに矢印

が提示されたとき矢印の方向に対する気づきの有無も

回答する．（図１）手掛かり刺激から視覚記憶課題が

提示されるまでの Delay 時間を変化させ，課題に対

する正答率の経時変化を検討する． 

3. 実験結果・考察 

Valid(A)条件と Valid（U）条件が Control 条件より

正答率が有意に高い(p<0.01,p<0.05)ことがわかる(図

2)．次に Delay 時間に対する正答率を図 3 に示す．

Valid(U)条件の課題正答率が 333ms 前後で Control

条件に対して有意な差 (p<0.05 Tukey test after 

One way ANOVA)があった．それ以外は Control

条件と有意な差はみられなかった．この結果より，

気づきのある場合では注意に経時変化がなく、気づ

きのない場合では約 333 ms 前後をピークに注意に

経時変化があると考えることができる． 

4. 今後の課題 

MRIや EEGを利用して神経相関について検討する． 

 

図 1．1試行の流れ

 

図 2．条件別の視覚記憶課題正答率 

 (**p<0.01,*p<0.05) 

 

図 3．delay時間に対する視覚記憶課題正答率 

(**p<0.01,*p<0.05) 
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